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1．はじめに

未曾有の津波被害をもたらした東北地方太平洋沖地

震（以後、大震災という）により、海岸線に程近い当社の

設備も甚大な被害を受けたが、幸いなことに乗務員や

お客さまの臨機の対応により、津波による犠牲者はゼロ

であった。当社では、大震災を教訓に、同様の津波発

生時にお客さまを適切、迅速に避難誘導できるように避

難計画の検討が進められている。海岸線に近い線区を

多く持つ仙台支社でも避難誘導計画の考え方を整理し、

津波避難経路を選定するとともに、補助手段として津波

避難口案内看板（以後避難看板という）を設置したこと

から本稿では、その経緯について報告する。

2．津波避難誘導計画の策定方法

（1）対象線区の環境

今回避難看板を整備した仙石線の範囲は、陸前小

野～石巻間の約 13km である（図 1）。この範囲のほとん

どが大震災による津波浸水被害を受けた。当社では、

地震発生時に津波の到着が予想され運転規制、避難

等が必要となる津波注意区間に指定しており、当該線

区も津波注意区間にしている。沿線は高低差が小さく、

海岸から約 1.8km 離れた鹿妻駅では、駅部としては同

区間の最大浸水深であるレール頭部から 1.18m を記録

した。この鹿妻駅から内陸部へさらに直線距離で 800m

先まで津波により浸水している。

（2）計画策定の考え方

非常に広範囲の津波浸水被害を受けた仙石線沿線

は、津波から避難するための高所が非常に少ないという

特徴がある。すなわち、被害を受けた地区の津波高さ以

上の標高のある避難所へ避難することが難しい避難困

難地域が存在する。そこで、津波の到達時間を推定し、

推定した時間内に安全に避難できる経路を策定するこ

ととした。

地震により列車が緊急停止した後、津波警報を知得

し降車すると判断した場合、必ずしも降車した近傍から

線路外に退出できるとは限らない。それは、線路に沿っ

た水路が続き横断出来ない場所や道路がない場所があ

るためである。そこで、当該区間で平均 470m 間隔に設

置されていて、必ず道路と接している踏切から退出する

ことを基本とした。

大震災による津波到達時間は伝聞等で推測できる部

分はあるが、公式に発表されている地区はほとんどない

状況にある。そこで、過去の津波の結果をもとに検討な

された宮城県第 4 次地震被害想定調査中間報告につ

いて 1）で推定されている「津波の予測」の中でもっとも到

達が早いと考えられる鳴瀬町の最短到達時間 42.4 分

（表 1）から避難にかけられる時間を 42 分と設定した。そ

の時間内に避難が完了する避難所の選定と、避難口の

設定を行なうこととした。

単位：（分）

明治三陸津波 昭和三陸津波 宮城県沖単独 宮城県沖連動 最短到着時間

石巻市街地 60.9 74.0 45.9 50.2 45.9

東松島市（旧矢本町） 57.3 69.0 43.4 46.9 43.4

東松島市（旧鳴瀬町） 53.2 66.7 42.4 43.5 42.4

3．避難時間の推定方法

避難に要する時間は、3 つに分け検討した。

① 地震発生→緊急停止→津波警報知得→降車

判断→降車

② 線路内歩行→踏切（線路退出口）到着

③ 踏切（線路退出口）→道路歩行→避難所到着

①については、平成 24 年 3 月 8 日に仙石線陸前小

野・鹿妻間で実施した津波避難訓練（避難誘導人数

120 名）の際に降車までに要した実時間 20 分を所要時

間とした。よって、前項で示した避難にかけられる時間

42 分から、①の時間 20 分を差し引いた 22 分が安全に

避難所に到達するために避難所へ歩行できる時間（②+

③にかけられる最大時間）であると設定した。

②にある線路内歩行については、津波避難のための

施設整備指針 2）（以後施設整備指針という）を参考に、

不慣れな砕石の上を歩くことを考慮し、歩行速度を

4km/h（66．7m/min）に設定した。また、踏切間に降車し、

最も遠い位置となる踏切２点間中心位置からの歩行時

間を算定した。踏切前方からの歩行と踏切後方からの

表 1 津波到達時間

図 1 仙石線津波浸水範囲（抜粋）
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歩行時間をそれぞれ算出し、その踏切まで到達する最

大所要時間をその踏切がもつ線路内歩行時間と設定し

た。（図 2）
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③の避難所までの道路歩行は、②と同様に施設整備

指針を参考とし、道路歩行速度を 5km/h（83.3m/min）と

した。道路歩行は、必ずしも最短経路を歩くことができな

いことを考え、施設整備指針の「直線距離を用いた避難

困難地域の抽出方法について」より半径 L＝避難可能

距離／1.5（移動距離と直線距離の比）を参考に、踏切

から避難所までの直線距離に 1.5 倍した距離を所要距

離とし、道路歩行速度を乗じて所要時間とした。（図 3）

4．線路退出口の検討と工夫

地震発生後、実際に降車し避難するとなった異常時

には、乗務員が線路の前後を確認して最短で避難でき

る線路退出口がどちらなのかを判断することとなるが、

黄色と黒色のゼブラ塗色されている踏切設備が目標物

として最も視認しやすいことも踏切を退出口とした決定

根拠の１つである。線路内を歩行し踏切に到達した際に

どちらにどのくらいの距離を行くと避難所に到達するの

かわかるように、踏切には必ず津波避難口案内看板（図

4）を設置することにした。踏切間の距離が長い箇所は

中間避難口を設置し、線路内歩行時間を短くすることと

した。避難の際、線路曲線半径が小さく前後の踏切が

視認できない箇所と、歩行時の危険性が高い比較的大

きな河川を跨ぐ橋りょうについては、橋りょう手前に「戻

れ」と記載した中間表示看板を設置した。

5．避難場所の選定

津波警報発令による避難の際、基本は自治体が指定

した場所とするが、避難場所まで余裕時間が確保でき

ない避難困難地域については、こ線橋等を（一時）避難

場所として選定し、併せて最終避難場所を指定した。ま

た、各自治体では、震災後、避難場所の見直しを行な

っていることから、当社で指定した避難所と各自治体と

の考え方の乖離が無いように調整を行なった。

6．まとめと今後の課題

本報告では、仙石線を例に高低差の小さい線区での

津波避難の考え方をまとめ、避難計画の策定方法を記

述した。この考え方により、表 2 のとおり津波看板および

中間避難口を整備した。

今後、各自治体によるハザードマップの再構築、避難

所選定の見直しが行なわれるたびに、新たな情報にて

津波注意区間の見直しを行なうとともに津波避難経路

の再検討を行うこととしている。
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図 2 線路内歩行時間の概念図
図 4 避難看板詳細

図 3 道路歩行時間検討図

いっとき

表 2 避難看板及び避難口設置数

中間避難口設置 6箇所

津波避難口案内看板設置 34箇所

中間表示看板設置 10箇所

仙石線
陸前小野
～石巻間
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